
第１５次第５回苫小牧市廃棄物減量等推進審議会 

日  時 令和６年４月２６日（金）１６時から 

会  場 苫小牧市役所職員会館３０４号室 

会議次第 １ 開会 

２ 報告 

（１）一般廃棄物処理基本計画について 

（２）今年度のゼロカーボン×ゼロごみ大作戦について 

     ３ その他 

４ 閉会 



一般廃棄物処理基本計画とは 
1. 計画の概要 

苫小牧市の区域内全域について、生活環境の保全と公衆衛生の向上を図りつつ、一般廃棄物の適正な処理を
行うための計画となります。 
ごみの減量に加え、各種のリサイクル、再生利用等の対応が必須となっており、行政・住民・事業者が一丸とな
り、協同・推進していくことが重要であり、これらを踏まえた計画策定が課題となります。 
計画は法的根拠に基づき、国が策定を義務付けているものであり、法律に則り、一般廃棄物処理基本計画を策
定します。（廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）第 6条第 1） 
一般廃棄物処理基本計画は、ごみに関する部分と生活排水に関する部分から構成されています。 

2. 一般廃棄物処理基本計画の位置付け 

第六次環境基本計画
令和6年4月頃閣議決定予定

第五次循環型社会形成推進基本計画
令和6年策定予定

<廃棄物の適正処理>

<再生利用の推進>

廃棄物処理法基本方針
<素材に着目した包括的な法制度> 令和5年6月改正

廃棄物処理施設整備計画
<個別物品の特性に応じた規制> 令和5年6月策定

北海道廃棄物処理計画
令和2年3月策定

苫小牧市総合計画

第7次基本計画：令和5年3月

<国等が率先して再生品などの調達を推進>

北海道ごみ処理広域化・処理施設

集約化計画 苫小牧市一般廃棄物処理基本計画 苫小牧市一般廃棄物処理実施計画
令和4年7月策定 【本計画】 （各年度計画）

（15年間の長期計画） 　　・ごみ処理実施計画
東胆振地域循環型社会形成推進地域計画 　　・ごみ処理基本計画 　　・生活排水処理実施計画
平成26年12月策定（令和元年8月最終変更） 　　・生活排水処理基本計画

苫小牧市第4次環境基本計画

令和5年3月策定

建設リサイクル法
食品リサイクル法

自動車リサイクル法
小型家電リサイクル法

食品ロス削減推進法

グリーン購入法

環境基本法

循環型社会形成推進基本法

廃棄物処理法

広域化計画 苫小牧市一般廃棄物処理計画

基本構造：平成30年3月

資源有効利用促進法

プラスチック資源循環法

容器包装リサイクル法
家電リサイクル法

資料１ 



3. 策定に当たってのポイント 
現行の計画を振り返り、PDCA サイクルの観点で今回、評価(Check）、見直し（Act）を行い、次期計画の
策定（Plan）、施策の実行（Do）へと進めていきます。 

苫小牧市をとりまく社会情勢の変化や関係法規制の改正、ごみ減量施策の実効性、廃棄物処理に係る最新
の社会・経済情勢等を踏まえ、計画を策定します。 

4. 策定のスケジュール 
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項　目 4月 5月 6月 7月
20 10 20

9月 10月8月
10 2010 20 10 20 10 20 10 20

3月11月 12月 1月 2月

ごみ処理行政の動向等

10 20

ごみ処理基本計画

ごみ処理基本計画の位置付け

苫小牧市の特性等の現状の把握

10 20 10 20 10 2010 20 10

ごみ処理の現状の把握

現計画の達成状況

ごみ処理に関する課題の抽出・整理

ごみ処理施策に関する整理

ごみ排出量の推計

ごみ処理基本計画の策定

その他ごみの処理に関する事項

生活排水処理基本計画

生活排水処理基本計画策定の趣旨

苫小牧市の特性等の現状の把握

生活排水処理の現状の整理

し尿・汚泥の計画処理量

審議会

マイルストーン

生活排水処理に関する課題等の整理

生活排水処理基本計画の策定

パブリックコメント

▲案▲素案▲骨子案 ▲完成案 完成▲



令和5年度と6年度の2年間にわたり、環境衛生部と産業経済部が連携して、
「ゼロカーボン×ゼロごみ大作戦！」にチャレンジします。

私たちの身近なところから、2050

年にCO 排出を実質ゼロにするこ

とを目指す「ゼロカーボン」な暮らし

を広げます

ものづくり産業はじめ多様な産業が

集積する苫小牧だからこそ、産業

全体で「ゼロカーボン」を目指して、

環境と経済の好循環を実現します

廃棄物の適正処理、資源循環型社

会の実現に向けて４Rの推進に取り

組みます

苫小牧は自然を身近に感じられる

緑に囲まれたまちです。未来にこ

の素晴らしい環境を引き継ぐため、

環境保全に取り組みます

事業概要

スローガン

基本目標

基本目
標

事業名
主要事業概要
ページ

予算
うち大作戦に
係る予算額

款項目

１
ゼロカーボンハウス促進
補助

170 110,000千円 110,000千円 04環境衛生費
01環境保全費
01公害対策費１,２,４

ゼロカーボン推進啓発事
業

172 2,492千円 1,492千円

２
苫小牧CCUS・ゼロカーボ
ン推進協議会負担金

254 11,000千円 11,000千円
07商工費
07商工費
02企業立地推進
費２ 立地企業サポート事業 255 62,893千円 33,646千円

３
資源リサイクル運動推進
事業

209 243,393千円 2,046千円
04環境衛生費
03清掃費
02塵芥処理費

４
アライグマ・エゾシカ等
生活環境被害対策事業

176 19,309千円 19,309千円 04環境衛生費
01環境保全費
02自然保護費４

苫小牧市生物多様性地域
戦略策定・合意形成事業

177 11,946千円 11,946千円

合計（②） 189,439千円

予算（ゼロカーボン×ゼロごみ大作戦！）

基本目
標

事業名
主要事業概要
ページ

予算 款項目

１,４ ゼロカーボン×ゼロごみ大作戦！ 173 1,737千円
04環境衛生費
01環境保全費
01公害対策費

３ ゼロカーボン×ゼロごみ大作戦！ 206 5,097千円
04環境衛生費
03清掃費
01清掃総務費

合計（①） 6,834千円

予算（関連する主要事業）

大作戦総事業費 196,273千円 ①+②

ＣＯ ＣＯ いこう♪次世代のために
コ ツ コ ツ



「環境美化」

生活環境の維持及びエゾシカの市街地出没、
交通事故の低減を目的に実施します。

アライグマ・エゾシカ等生活環境被害
対策事業

苫小牧市生物多様性地域戦略策定・合意
形成事業
地域特有の生物多様性を持続的に利用可能な
形で将来に引き継ぐことを目的に市独自の
生物多様性に係る地域戦略を策定します。

ゼロカーボン講演会の開催

令和5年度開催時に好評だったゼロカーボン講演
会を、令和6年度も実施。ゼロカーボンについて子
どもから大人まで楽しく学べる講演会を企画します。

ゼロカーボンハウス促進補助金

家庭部門のCO2排出量削減に向け、ZEHや太陽光
発電パネル、蓄電池、エコキュートなどの購入・設
置に補助金を交付します。

ゼロカーボン推進事業補助金

産業・業務部門のCO2排出量削減に向け、市内立
地企業を対象に、太陽光発電パネルや蓄電池など
の設備投資の費用を補助します。

ゼロカーボン支援コンサルティング事業

市内企業のゼロカーボンへの取組を促すため、
省エネ診断や温室効果ガス排出量評価など、コ
ンサルティング支援を実施します。

大作戦！周知イベント

ゼロカーボン×ゼロごみ大作戦！
令和6年７月７日（日） JFEリサイクルプラザ苫小牧

ファイナルイベント
令和7年3月30日（日） 苫小牧市総合体育館

省エネ、創エネやごみの減量・リサイクルの推進、
生物多様性など、大作戦！への意識の醸成を図り
ます。


